
 

積算上の注意事項 
（控え頁） 

改 正 
現 行 

改 正 理 由 

現       行 改       正 備  考 

工  種 橋梁補強工（鋼板巻立て） 

積算上の注意事項 
（控え頁） 

改 正 
現 行 

改 正 理 由 

現       行 改       正 備  考 

工  種 

５ 
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37 (29) 

手すり先行足場の標準化による改正 

手すり先行足場

の標準化による 



積算上の注意事項 
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改 正 
現 行 

改 正 理 由 

現       行 改       正 備  考 

工  種 
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手すり先行足場

の標準化による 

手すり先行足場

の標準化による 

手すり先行足場

の標準化による 

橋梁補強工（鋼板巻立て） 

35 (28) 

34 (25) 

32 (24) 

手すり先行足場の標準化による改正 
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積算上の注意事項 
（控え頁） 

改 正 
現 行 

改 正 理 由 

現       行 改       正 備  考 

工  種 

５ 
３ 

手すり先行足場

の標準化による 

手すり先行足場

の標準化による 

手すり先行足場

の標準化による 

橋梁補強工（鋼板巻立て） 

40 (31) 

37 (29) 

35 (26) 

手すり先行足場の標準化による改正 



 

積算上の注意事項 
（控え頁） 

改 正 
現 行 

改 正 理 由 

現       行 改       正 備  考 

工  種 

５ 
４ 

手すり先行足場

の標準化による 

橋梁補強工（鋼板巻立て） 

34 (25) 

(注) 1. 足場は枠組足場とし、手すり先行型とする。

3.
2. 

4. 

 なお、枠組足場仮設材の内訳は、壁つなぎ、敷板、建枠、筋違、ジャッキベース、手すり、 
  手すり枠（二段手すりの機能を有する）、幅木、階段、安全ネット等の費用とする。 

 なお、枠組足場仮設材の内訳は、壁つなぎ、敷板、建枠、筋違、ジャッキベース、手すり、 

  手すり枠（二段手すりの機能を有する）、幅木、階段、安全ネット等の費用とする。 

3. 

手すり先行足場の標準化による改正 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

施工歩掛コード WB431570 施工単位 m2  

施工区分 入力条件 

Ｊ１ Ｊ２ Ｊ３ Ｊ４ 

各 種 
支 柱 区 分

 

 

(表 4.1) 

シール材数量 

 

（実数入力） 

（kg/10ｍ2） 

注入材材質 

 

①エポキシ樹脂 

②無収縮モルタル 

注入材数量 

 

（実数入力） 

（kg/10ｍ2） 
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（控え頁） 
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改 正 理 由 
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工  種 橋梁補強工（鋼板巻立て） 
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（控え頁） 
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現 行 

改 正 理 由 

現       行 改       正 備  考 

工  種 

５ 
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手すり先行足場の標準化による改正 

手すり先行足場

の標準化による 


